
【個別技術紹介】可搬型事故点標定システム

特 徴

о 6kV配電線路の地絡事故箇所の標定を可能とするために、配電線路の任
意の箇所に設置する検出装置にて事故波形データを収集し、LTEデータ
送信により、標定ＰＣにて事故点を解析・標定するシステムです。

о 検出装置は、配電線路の電圧と電流を取得するPCTセンサーと、地絡事
故の検出や波形データの記録とLTE通信を行う検出器から構成されます。

о 標定PCはLTE通信により検出装置からの波形データを収集し、事前に
作成した配電線モデルと照らし合わせることで、事故点の標定を行い
ます。

о LTE通信不感エリアでも設定器にて検出装置に記録されている波形デー
タをWi-Fi通信により収集することで事故点の標定が可能となります。

■地絡事故検出時の波形データ解析により事故点を標定
■持ち運び可能なため配電線路に自由に設置可能
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検出装置の仕様

項目 検出器 PCTセンサー（1相分）

定格電圧 AC100V AC6900V

定格周波数 60Hz 60Hz

定格電流 ― 600A

寸法 H:304ｍｍ×W:276ｍｍ×D:215ｍｍ H:302ｍｍ×W:153ｍｍ×D:120ｍｍ

重量 6.0ｋｇ 5.3ｋｇ

外観
3本セット

（写真は１相分）

50Hz地区でも使用可能な検出装置を開発予定です。



事故点標定までの動作概要
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検出時刻 ： 2022/12/31　12:34:56
事故電柱 ： 123ア4567
推定距離 ： 123m　

 波形データ保存

① 検出器は地絡検出情報を標定PCに通知します。

② 標定PCは各検出器に対して波形データの一斉停止要求を送信します。

③ 一斉停止要求を受信した検出器は、波形蓄積を停止し、波形データを
装置内部に保存します。

④ 検出器は標定PCからの要求により、波形データを送信します。

⑤ 標定PCは各検出器から収集した波形データを解析し事故点を標定しま
す。
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地絡模擬Ａ～Ｄ地点で発生した場合の時刻差を算出
実系統の時刻差と比較し、一番近い模擬地点を標定
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特許出願申請中
特開2023-134216,特開2023-146467,特開2023-134219

波形を捉え、 時刻差を算出（時刻差：Δt）

※ シミュレーションのモデル作成には、各電柱間の電線種/線径や線路長、柱上変圧器、お客様設備等
の情報が必要となります。

標定精度は50～250m程度（実証結果より）

事故点標定処理の概要


